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(57)【要約】

【課題】本発明は放熱効果に優れ、製品としての信頼度

も高い発光装置を提供することを課題とする。

【解決手段】本発明の発光装置は基板２０上に第一金属

層２１、そして、絶縁層２２の順に形成されるため、発

光素子２３は熱伝導性の高い基板２０あるいは第一金属

層２１を介して放熱される。従来の技術と比較した時、

本発明では絶縁化処理が基板２０上の第一金属層２１の

表面に設置されることにより、高い熱伝導係数の絶縁層

２２を形成して、放熱効果を強化することができる上、

導熱性の接着剤を使用する必要がないため、導熱性の接

着剤が劣化して製品の信頼度に影響を及ぼすのを回避す

る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 基 板 と 、

　 　 前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ る 第 一 金 属 層 と 、

　 　 前 記 第 一 金 属 層 上 に 設 置 さ れ る 絶 縁 層 と 、

　 　 前 記 絶 縁 層 上 に 設 置 さ れ る 少 な く と も １ 個 の 発 光 素 子 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、

発 光 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

基 板 と 、

　 　 前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ る 第 一 金 属 層 と 、

　 　 前 記 第 一 金 属 層 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 第 一 金 属 層 に 露 出 し た パ タ ー ン エ リ ア を

有 す る 絶 縁 層 と 、

　 　 前 記 第 一 金 属 層 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 パ タ ー ン エ リ ア 内 に 位 置 す る 少 な く と も

１ 個 の 発 光 素 子 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 発 光 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 第 一 金 属 層 は 完 全 に 前 記 基 板 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

対 応 す る 前 記 パ タ ー ン エ リ ア の 前 記 第 一 金 属 層 の 表 面 に 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 を 有

す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

基 板 と 、

　 　 前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 基 板 に 露 出 し た パ タ ー ン エ リ ア を 有 す る 第 一 金 属 層

と 、

　 　 前 記 第 一 金 属 層 上 に 設 置 さ れ る 絶 縁 層 と 、

　 　 前 記 基 板 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 パ タ ー ン エ リ ア 内 に 位 置 す る 少 な く と も １ 個 の

発 光 素 子 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 発 光 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 パ タ ー ン エ リ ア は 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 あ る い は シ ル ク 印 刷 工 程 に よ っ て 、 絶

縁 層 を パ タ ー ン 化 し て 形 成 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の

発 光 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

前 記 第 一 金 属 層 は 、 対 応 す る 前 記 パ タ ー ン エ リ ア 以 外 の 前 記 基 板 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る

、 請 求 項 ２ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

前 記 絶 縁 層 は 、 対 応 す る 前 記 パ タ ー ン エ リ ア 以 外 の 前 記 第 一 金 属 層 の 表 面 を 覆 う こ と を 特

徴 と す る 、 請 求 項 ２ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

さ ら に 、 前 記 絶 縁 層 上 に 設 置 さ れ 、 そ の 材 質 は 銀 、 金 、 銅 、 ア ル ミ 、 ク ロ ム 、 及 び そ の 合

金 、 及 び 、 銅 、 銀 、 錫 等 の 導 電 物 質 を 含 む 導 電 接 着 剤 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 選 択 さ

れ る 第 二 金 属 層 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の

発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

前 記 発 光 素 子 と 前 記 第 二 金 属 層 は 少 な く と も １ 個 の ワ イ ヤ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ

と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

さ ら に 、 前 記 絶 縁 層 あ る い は 前 記 第 二 金 属 層 上 に 設 置 さ れ 、 第 一 電 極 ピ ン 及 び 第 二 電 極 ピ

ン を 有 し て 、 そ れ ぞ れ 前 記 発 光 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る リ ー ド フ レ ー ム を 備 え る こ と を

特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

対 応 す る 前 記 パ タ ー ン エ リ ア の 前 記 基 板 の 表 面 に 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 を 有 す る こ

10

20

30

40

50



(3) JP  2007-300109  A   2007.11.15

と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ３ 】

前 記 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 は 、 ウ ェ ー ブ 状 、 ち り め ん 状 、 あ る い は 、 不 規 則 な 構 造

、 あ る い は 、 前 記 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 は 複 数 の 突 起 部 を 有 し 、 前 記 突 起 部 の 断 面

図 は 、 多 辺 形 、 半 円 形 、 円 形 、 楕 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ あ る い は 請

求 項 １ ２ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ４ 】

前 記 基 板 は く ぼ み 槽 を 有 し 、 前 記 発 光 素 子 は 前 記 く ぼ み 槽 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る

、 請 求 項 １ 、 ２ あ る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ５ 】

前 記 第 一 金 属 層 は 、 エ バ ポ レ ー ト 方 式 、 ス パ ッ タ リ ン グ 方 式 、 電 気 メ ッ キ 方 式 、 溶 射 方 式

、 あ る い は 、 化 学 気 相 成 長 方 式 で 基 板 上 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ あ

る い は 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ６ 】

前 記 第 一 金 属 層 の 材 質 は 、 ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 チ タ ン 、 及 び そ の 合 金 の う ち の 少 な く

と も 1つ 、 あ る い は 、 熱 伝 導 性 に 優 れ た セ ラ ミ ッ ク 金 属 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る

、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ７ 】

前 記 絶 縁 層 は 、 酸 化 、 窒 化 、 あ る い は 、 炭 化 に よ っ て 前 記 第 一 金 属 層 の 表 面 形 成 さ れ 、 前

記 絶 縁 層 の 材 質 は 、 ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 あ る い は 、 チ タ ン の う ち の 少 な く と も １ つ を

含 む 酸 化 物 、 窒 化 物 、 あ る い は 、 炭 化 物 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 絶 縁 層 の 厚 さ は 100 nmか ら 1 

mmの 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ８ 】

前 記 絶 縁 層 の 材 質 は セ ラ ミ ッ ク 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ あ る い は 請 求

項 ５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 請 求 項 １ ９ 】

さ ら に 、 発 光 素 子 に 隣 接 し 、 前 記 絶 縁 層 上 に 設 置 さ れ 、 そ の 材 質 は 、 銀 、 金 、 ニ ッ ケ ル あ

る い は ア ル ミ が 含 ま れ る 反 射 層 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ あ る い は 請 求 項

５ に 記 載 の 発 光 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 発 光 装 置 に 関 し 、 特 に 放 熱 効 果 に 優 れ た 発 光 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 産 業 の 発 展 に 伴 い 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の よ う な 発 光 素

子 は 各 種 電 子 製 品 の 表 示 装 置 に す で に 広 く 応 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 図 １ に 示 し た よ う に 、 従 来 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 装 置 １ は 基 板 １ ０ の 上 に 絶 縁 層 １ １ が 設 置 さ れ

、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 １ ２ は 絶 縁 層 １ １ の 上 に 設 置 さ れ る 。 　

　 さ ら に 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ （ wire bonding） 方 式 で 絶 縁 層 １ １ 上 に 設 置 さ れ た 金 属 層

１ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　

　 最 後 に パ ッ ケ ー ジ 層 １ ４ で こ れ ら の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 １ ２ を 覆 っ て 、 発 光 素 子 １ ２ が 機 械

、 熱 、 湿 気 あ る い は そ の 他 の 要 素 の 影 響 を 受 け て 損 傷 す る こ と が な い よ う に 保 護 す る 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 発 光 装 置 １ の 効 率 及 び 明 る さ が 増 す に つ れ 、 発 光 素 子 １ ２ が 作 動 す る 時 、 熱 を 発 散 し 、

蓄 積 し た 熱 は 温 度 を 上 げ 発 光 素 子 １ ２ の 発 光 率 及 び 使 用 寿 命 に よ く な い 影 響 を 及 ぼ す 。 　

　 し か し な が ら 、 従 来 の 発 光 素 子 １ ２ は 、 放 熱 効 果 の よ く な い 絶 縁 層 １ １ の 上 に 設 置 さ れ
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て い て 、 さ ら に そ の 上 に パ ッ ケ ー ジ 層 １ ４ で 密 閉 さ れ て い る た め 、 発 光 素 子 １ ２ が 発 熱 す

る 熱 エ ネ ル ギ ー が ス ム ー ズ に 発 散 し な い と い う 問 題 が 発 生 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 放 熱 効 果 の 改 善 を 図 る べ く 、 従 来 の 技 術 で は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 銅 、 銅 合 金 あ る い は 熱

伝 導 性 の 高 い 材 料 等 の 熱 伝 導 性 の 高 い 材 質 に よ っ て 基 板 １ ０ を 構 成 し て い る 。 　

　 さ ら に 、 絶 縁 層 １ １ は 、 一 般 に は 導 熱 性 の 接 着 剤 に よ っ て 基 板 １ ０ に 接 続 さ れ る 。 　

　 し か し な が ら 、 導 熱 性 の 接 着 剤 の 熱 伝 導 効 率 が 悪 い た め 、 熱 抵 抗 の 問 題 が 発 生 し て 放 熱

効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 。 　

　 ま た 、 接 着 剤 の 劣 化 も 発 光 装 置 １ の 寿 命 に 影 響 を 及 ぼ す 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 は 放 熱 効 果 に 優 れ 、 製 品 と し て の 信 頼 度 も 高 い 発 光 装 置 を 提 供 す る

こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 放 熱 効 果 及 び 製 品 の 信 頼 度 が 高 い 発

光 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 発 光 装 置 は 、 基 板 、 第 一 金 属 層 、 絶 縁 層 及 び 少 な

く と も １ 個 の 発 光 素 子 を 備 え る 。 　

　 こ の う ち 、 第 一 金 属 層 は 基 板 上 に 、 絶 縁 層 は 第 一 金 属 層 の 上 に 、 そ し て 、 発 光 素 子 は 絶

縁 層 の 上 に 設 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 発 光 装 置 は 、 基 板 、 第 一 金 属 層 、 絶 縁 層 及

び 少 な く と も １ 個 の 発 光 素 子 を 備 え る 。 　

　 こ の う ち 、 第 一 金 属 層 は 基 板 上 に 、 絶 縁 層 は 第 一 金 属 層 の 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 絶 縁

層 は 第 一 金 属 層 に 露 出 し た 部 分 で あ る パ タ ー ン エ リ ア を 有 す る 。 　

　 発 光 素 子 は 第 一 金 属 層 の 上 に 設 置 さ れ 、 パ タ ー ン エ リ ア 内 に 位 置 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 発 光 装 置 は 、 基 板 、 第 一 金 属 層 、 絶

縁 層 及 び 少 な く と も １ 個 の 発 光 素 子 を 備 え る 。 　

　 こ の う ち 、 第 一 金 属 層 は 基 板 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 第 一 金 属 層 は 基 板 に 露 出 し た 部 分 で

あ る パ タ ー ン エ リ ア を 有 す る 。 　

　 絶 縁 層 は 第 一 金 属 層 の 上 に 設 置 さ れ 、 発 光 素 子 は 基 板 の 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に パ タ ー ン

エ リ ア 内 に 位 置 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 発 光 装 置 は 基 板 上 に 第 一 金 属 層 、 そ し て 、 絶 縁 層 の 順 に 形 成 さ れ

る た め 、 発 光 素 子 は 熱 伝 導 性 の 高 い 基 板 あ る い は 第 一 金 属 層 を 介 し て 放 熱 さ れ る 。 　

　 従 来 の 技 術 と 比 較 す る に 、 本 発 明 で は 絶 縁 化 処 理 が 基 板 上 の 第 一 金 属 層 の 表 面 に 設 置 さ

れ る こ と に よ り 、 高 い 熱 伝 導 係 数 の 絶 縁 層 を 形 成 し て い て 、 放 熱 効 果 を 強 化 す る こ と が で

き る 上 、 導 熱 性 の 接 着 剤 を 使 用 す る 必 要 が な い た め 、 導 熱 性 の 接 着 剤 が 劣 化 し て 製 品 の 信

頼 度 に 影 響 を 及 ぼ す の を 回 避 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 発 光 装 置 は 基 板 上 に 第 一 金 属 層 、 そ し て 、 絶 縁 層 の 順 に 形 成 さ れ る た め 、 発 光

素 子 は 熱 伝 導 性 の 高 い 基 板 あ る い は 第 一 金 属 層 を 介 し て 放 熱 さ れ る 。 　

　 従 来 の 技 術 に 比 べ 、 本 発 明 で は 絶 縁 化 処 理 が 基 板 上 の 第 一 金 属 層 の 表 面 に 行 な わ れ る こ

と に よ り 、 高 い 熱 伝 導 係 数 の 絶 縁 層 を 形 成 し て 、 放 熱 効 果 を 強 化 す る こ と が で き る 上 、 導

熱 性 の 接 着 剤 を 使 用 す る 必 要 が な い た め 、 導 熱 性 の 接 着 剤 が 劣 化 し て 製 品 の 信 頼 度 に 影 響

を 及 ぼ す の を 回 避 す る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 に 、 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 発 光 装 置 に お け る 好 適 な 実 施 例 に つ い て 説 明 す る

。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に お け る 発 光 装 置 ２ は 基 板 ２ ０ 、 第 一 金 属 層

２ １ 、 絶 縁 層 ２ ２ 、 及 び 少 な く と も １ 個 の 発 光 素 子 ２ ３ を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 実 施 例 に お い て 、 基 板 ２ ０ は 剛 性 （ rigid） 基 板 あ る い は フ レ キ シ ブ ル （ flexible）

基 板 で あ り 、 さ ら に 、 基 板 ２ ０ の 材 質 は 、 熱 伝 導 性 （ thermal conductivity） に 優 れ た 材

質 を 選 択 し て 構 成 さ れ る 。 　

　 そ れ は 、 例 え ば 、 銅 あ る い は 銅 合 金 で あ る が 、 こ の 限 り で は な い 。 　

　 基 板 ２ ０ の 体 積 は 基 本 的 に は 第 一 金 属 層 ２ １ 及 び 発 光 素 子 ２ ３ よ り か な り 大 き い た め 、

基 板 ２ ０ も 同 様 に 優 れ た 放 熱 効 果 を 生 み 出 す 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 第 一 金 属 層 ２ １ は 基 板 ２ ０ 上 に 設 置 さ れ る 。 　

　 本 実 施 例 に お い て 、 第 一 金 属 層 ２ １ は 、 エ バ ポ レ ー ト (evaporate)方 式 、 ス パ ッ タ リ ン

グ 方 式 、 電 気 メ ッ キ 方 式 、 溶 射 （ Thermal Sprayers） 、 あ る い は 、 化 学 気 相 成 長 方 式 （ Ｃ

Ｖ Ｄ ） 等 の 物 理 的 あ る い は 化 学 的 な 方 式 で 基 板 ２ ０ の 上 に 形 成 さ れ る 。 　

　 さ ら に 、 第 一 金 属 層 ２ １ の 材 質 は セ ラ ミ ッ ク 金 属 、 例 え ば ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 チ タ

ン 、 及 び そ の 合 金 で あ る が 、 こ の 限 り で は な い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 絶 縁 層 ２ ２ は 第 一 金 属 層 ２ １ の 上 に 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 絶 縁 層 ２ ２ は 第 一 金 属 層 ２ １ の

表 面 を 絶 縁 化 処 理 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 　

　 酸 化 、 窒 化 、 あ る い は 、 炭 化 の 過 程 に よ っ て 、 ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 あ る い は 、 チ タ

ン を 含 む 第 一 金 属 層 は 、 そ の 表 面 に そ れ ぞ れ ア ル ミ 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 あ る い は 、 チ タ ン を

含 む 酸 化 物 、 窒 化 物 、 あ る い は 、 炭 化 物 等 の セ ラ ミ ッ ク 化 し た 絶 縁 層 ２ ２ が 形 成 さ れ る 。

　

　 本 実 施 例 に お け る 絶 縁 層 ２ ２ の 厚 さ は １ ０ ０ ｎ ｍ か ら １ ｍ ｍ の 間 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 発 光 素 子 ２ ３ は 絶 縁 層 の 上 に 設 置 さ れ る 。 　

　 本 実 施 例 に お い て 、 発 光 素 子 ２ ３ は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） 、 レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド （

Ｌ Ｄ ） あ る い は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 等 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 発 光 装 置 ２ は 、 さ ら に 絶 縁 層 ２ ２ の 上 に 設 置 さ れ た 第 二 金 属 層 ２ ５ を 備 え 、 少 な く と も

１ 個 の ワ イ ヤ ２ ６ を 介 し て 第 二 金 属 層 ２ ５ は 発 光 素 子 ２ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　

　 第 二 金 属 層 ２ ５ の 材 質 は 、 銀 、 金 、 銅 、 ア ル ミ 、 ク ロ ム 、 及 び そ の 合 金 、 及 び 、 銅 、 銀

、 錫 等 の 導 電 物 質 を 含 む 導 電 接 着 剤 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 選 択 さ れ る 。 　

　 ま た 、 発 光 素 子 ２ ３ は 同 時 に 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 式 に よ り 、 電 導 性 の 接 着 剤 を 使 用

す る か 、 メ ッ キ に よ っ て 第 二 金 属 層 ２ ５ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と か ら 、 異 な る 形 態 の 発

光 素 子 ２ ３ に 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ３ に 示 し た よ う に 、 発 光 装 置 ２ は さ ら に 、 絶 縁 層 ２ ２ あ る い は 第 二 金 属 層 ２ ５ に 設 置

さ れ た リ ー ド フ レ ー ム （ lead frame） を 備 え 、 こ の リ ー ド フ レ ー ム は 第 一 電 極 ピ ン ２ ７ １

及 び 第 二 電 極 ピ ン ２ ７ ２ を 有 し 、 そ れ ぞ れ 発 光 素 子 ２ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 　

　 し た が っ て 、 こ の リ ー ド フ レ ー ム ２ ７ を 介 し て 外 部 の 回 路 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と が 可

能 で あ り 、 発 光 素 子 ２ ３ を 駆 動 さ せ て 発 光 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ４ に 示 し た よ う に 、 基 板 ２ ０ は く ぼ み 槽 を 有 し 、 発 光 素 子 ２ ３ は こ の く ぼ み 槽 に 設 置

さ れ る 。 　

　 こ の く ぼ み 槽 に 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 発 光 素 子 ２ ３ の 側 面 光 が 表 示 方 向 に 集 中 さ れ る
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効 果 が 強 化 さ れ る 。 　

　 発 光 装 置 ２ は さ ら に 反 射 層 ２ ８ を 備 え 、 こ れ は 発 光 素 子 ２ ３ に 隣 接 す る と 同 時 に 、 絶 縁

層 ２ の 上 に 設 置 さ れ て 、 発 光 素 子 ２ ３ の 側 面 光 を 反 射 し て 、 表 示 方 向 に 導 く 。 　

　 こ の う ち 、 反 射 層 ２ ８ の 材 質 は 銀 、 金 、 ニ ッ ケ ル あ る い は ア ル ミ を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　

　 本 発 明 の 発 光 装 置 ３ は 、 基 板 ２ ０ 、 第 一 金 屬 層 ２ １ 、 絶 縁 層 ２ ２ 、 及 び 、 少 な く と も １

個 の 発 光 素 子 ２ ３ を 備 え る 。 　

　 こ の う ち 、 基 板 ２ ０ 、 第 一 金 属 層 ２ １ 、 絶 縁 層 ２ ２ 、 及 び 、 発 光 素 子 ２ ３ の 設 置 及 び 形

式 、 材 質 、 構 造 等 の 特 徴 及 び 機 能 は 、 全 て 前 述 の 実 施 例 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 説 明

し な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 例 に お い て 、 第 一 金 属 層 ２ １ 上 に 設 置 さ れ る 絶 縁 層 ２ ２ は 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ ２

１ を 有 す る 。 　

　 こ の パ タ ー ン エ リ ア ２ ２ １ は 、 例 え ば 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー （ photolithography） 工

程 あ る い は シ ル ク 印 刷 工 程 に よ っ て 絶 縁 層 ２ １ を パ タ ー ン 化 し て 形 成 さ せ 、 こ の パ タ ー ン

エ リ ア ２ ２ １ は 、 第 一 金 属 層 ２ １ を 部 分 的 に 露 出 さ せ る 。 　

　 発 光 素 子 ２ ３ は 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ ２ １ 内 に 位 置 し 、 第 一 金 属 層 ２ １ 上 に 設 置 さ れ る 。

　

　 発 光 素 子 ２ ３ が 直 接 第 一 金 属 層 ２ １ に 接 触 す る こ と に よ り 、 熱 伝 導 性 に 優 れ た 金 属 材 質

を 利 用 し て 発 光 素 子 ２ ３ に よ っ て 発 生 し た 熱 エ ネ ル ギ ー を 導 き 、 発 散 さ せ る こ と に よ り 、

放 熱 効 果 を 上 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　

　 本 実 施 例 に お い て 、 第 一 金 属 層 ２ １ は 完 全 に 基 板 ２ ０ を 覆 っ て い る 。 　

　 第 一 金 属 層 ２ １ の 表 面 が 絶 縁 化 さ れ る こ と で 、 そ の 上 に 絶 縁 層 ２ ２ が 形 成 さ れ る 設 置 さ

れ る 。 　

　 す な わ ち 、 絶 縁 層 ２ ２ は パ タ ー ン エ リ ア ２ ２ １ 以 外 の 第 一 金 属 層 ２ １ の 表 面 に 対 し て 覆

う こ と を 意 味 す る 。 　

　 絶 縁 層 ２ ２ 上 に 設 置 さ れ る 第 二 金 属 層 ２ ５ は 基 板 ２ ０ に 穴 （ 図 示 し な い ） を 開 け る か 、

周 囲 に 導 電 さ せ る 方 式 か に よ っ て 、 基 板 ２ ０ の 両 側 の 第 二 金 属 層 ２ ５ を 互 い に 通 電 さ せ る

。 　

　 こ の 方 式 に よ り 、 第 二 金 属 層 ２ ５ は 直 接 外 部 の 回 路 に 電 気 的 に 接 続 で き る 。 　

　 例 え ば 、 こ れ は 表 面 実 装 技 術 （ surface mount technology, Ｓ Ｍ Ｔ ） に よ っ て 達 成 さ れ

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　

　 本 実 施 例 に お け る 発 光 装 置 ２ は 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ ２ １ の 第 一 金 属 層 ２ １ の 表 面 は 発 光

効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ １ １ に 対 応 し て い て 、 発 光 素 子 ２ ３ に よ っ て 発 生 さ れ た 側 面 光

を 表 示 方 向 に 反 射 並 び に 集 中 さ せ る 。 　

　 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ １ １ は 、 不 規 則 な 構 造 を し て お り 、 こ の 不 規 則 な 構 造 は

、 ウ ェ ー ブ 状 、 ち り め ん 状 の 構 造 が 可 能 で あ る 。 　

　 ま た 、 こ の 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ １ １ は 、 複 数 の 突 起 部 を 有 す る 構 造 （ 図 示 し

な い ） も 可 能 で 、 こ の 突 起 部 の 断 面 図 は 、 多 辺 形 、 半 円 形 、 円 形 、 楕 円 形 も 可 能 で あ る 。

　

　 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 発 光 素 子 ２ ３ の 側 面 光 を 集 中 さ せ て 表 示 方 向 に 向 か っ て 発 光 さ

れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 例 の 発 光 装 置 ２ は 、 発 光 素 子 ２ ３ に 隣 接 し 、 第 一 金 属 層 ２ １ 上 に 設 置 さ

れ た 反 射 層 ２ ８ を 備 え る 。 　
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　 こ の 反 射 層 ２ ８ は 、 ま た 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ １ １ の 上 に 設 置 さ れ て い る こ と

で 、 発 光 素 子 ２ ３ の 側 面 光 の 表 示 方 向 へ の 反 射 並 び に 集 中 が 強 化 さ れ る 。 　

　 こ の 反 射 層 ２ ８ の 材 質 は 、 銀 、 金 、 ニ ッ ケ ル あ る い は ア ル ミ 等 の 高 反 射 材 質 が 含 ま れ る

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　

　 本 発 明 の 発 光 装 置 ４ は 、 基 板 ２ ０ 、 第 一 金 属 層 ２ １ 、 絶 縁 層 ２ ２ 、 及 び 、 少 な く と も １

個 の 発 光 素 子 ２ ３ を 備 え る 。 　

　 こ の う ち 、 基 板 ２ ０ 、 第 一 金 属 層 ２ １ 、 絶 縁 層 ２ ２ 、 及 び 、 発 光 素 子 ２ ３ の 設 置 及 び 形

式 、 材 質 、 構 造 等 の 特 徴 及 び 機 能 は 、 全 て 前 述 の 実 施 例 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 説 明

し な い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 実 施 例 に お い て 、 基 板 ２ ０ 上 に 設 置 さ れ る 第 一 金 属 層 ２ １ は パ タ ー ン エ リ ア ２ １ ２ を

有 す る 。 　

　 こ の パ タ ー ン エ リ ア ２ １ ２ は 基 板 ２ ０ に 部 分 的 に 露 出 す る 。 　

　 発 光 素 子 ２ ３ は 、 パ タ ー ン エ リ ア ２ １ ２ 内 に 位 置 し 、 さ ら に 基 板 ２ ０ 上 に 設 置 さ れ る 。

　

　 パ タ ー ン エ リ ア ２ １ ２ を 介 し て 、 発 光 素 子 ２ ３ が 熱 伝 導 性 に 優 れ た 基 板 ２ ０ に 直 接 接 触

す る こ と に よ り 、 効 果 的 に 放 熱 が 行 な わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ９ に 示 し た よ う に 、 本 実 施 例 に お け る パ タ ー ン エ リ ア ２ １ ２ の 基 板 ２ ０ の 表 面 は 、 発

光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ ０ １ を 有 す る 。 　

　 第 二 実 施 例 に 述 べ た よ う に 、 こ の 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造 ２ ０ １ は 、 不 規 則 な 構 造

あ る い は 複 数 の 突 起 部 を 有 す る 構 造 も 可 能 で あ る 。 　

　 こ の う ち 、 不 規 則 な 構 造 あ る い は 突 起 部 の 断 面 の 形 状 は 、 前 述 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ

で は 説 明 し な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 発 光 装 置 は 、 基 板 上 に 順 序 通 り に 第 一 金 属 層 及 び 絶 縁 層 が 形 成 さ

れ 、 発 光 素 子 が 熱 伝 導 性 の 高 い 基 板 あ る い は 第 一 金 属 層 を 介 し て 放 熱 の 目 的 を 果 た す 。 　

　 従 来 の 技 術 に 比 べ 、 本 発 明 は 、 基 板 上 の 第 一 金 属 層 の 表 面 が 絶 縁 化 さ れ る こ と で 、 そ の

上 に 熱 伝 送 係 数 の 高 い 絶 縁 層 が 形 成 さ れ る 設 置 さ れ て 、 放 熱 効 果 が 強 化 さ れ る 。 　

　 ま た 、 導 熱 性 の 接 着 剤 を 使 用 す る 必 要 が な く 、 導 熱 性 の 接 着 剤 の 劣 化 に よ っ て 製 品 の 信

頼 度 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 回 避 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ れ ら の 実

施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 な ど が あ っ て も

、 本 発 明 に 含 ま れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 図 １ 】 従 来 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 発 光 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】
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１ ， ２ ， ３ ， ４ 　 発 光 装 置

１ ０ ， ２ ０ 　 　 　 基 板

１ １ ， ２ ２ 　 　 　 絶 縁 層

１ ２ ， ２ ３ 　 　 　 発 光 素 子

１ ３ 　 　 　 　 　 　 金 属 層

１ ４ 　 　 　 　 　 　 パ ッ ケ ー ジ 層

２ ０ １ ， ２ １ １ 　 発 光 効 率 を 上 げ る た め の 構 造

２ １ 　 　 　 　 　 　 第 一 金 属 層

２ １ ２ ， ２ ２ １ 　 パ タ ー ン エ リ ア

２ ５ 　 　 　 　 　 　 第 二 金 属 層

２ ６ 　 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ

２ ７ 　 　 　 　 　 　 リ ー ド フ レ ー ム

２ ７ １ 　 　 　 　 　 第 一 電 極 ピ ン

２ ７ ２ 　 　 　 　 　 第 二 電 極 ピ ン

２ ８ 　 　 　 　 　 　 反 射 層

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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